
（様式４） 

２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度  

（１）教育（教室不足）環境の改善―１００％達成。 

（２）トイレや浄化槽、受水槽等衛生環境の改善―１００％達成。 

（３）地域の待機児童や復学生の救済―当初の目標１００％達成。 

   （待機児童４５名、復学生２５名＝計７０名） 

（４）新校舎維持管理のため地域コミュニティの組織化― 

    １４名で尼寺付属学校管理委員会を創設した。 

 

（２）事業内容 

 

 

 主な事業内容として… 

（１）新校舎建設並びにトイレ建設 

   新校舎の規模は、ＲＣ構造２階(４０１㎡)建て６教室（定員

２４０名）で、什器備品として黒板６面、先生の机・イス６

組、児童用の机・イス９６組を設置する。 

尚、不足分の児童用机・イス等は旧校舎で使用分を再利用。 

   新トイレは５基（内訳・男子児童用２基、先生用１基、 

女子児童用２基）に受水槽、浄化槽等併せて新設する。 

新校舎とトイレ間に渡り廊下を造る。 

 

（２）貯水タンクは移設し、パイプで受水槽へ接続する。 

   トイレ入り口に洗面所を新設する。 

   これらの工事は、尼寺及び地域コミュニティが施工する。 

 

（３）新校舎の維持管理のため地域コミュニティの組織化を図る。 

   委員の役割分担を決め、定期点検や補修を実施する。 

   維持管理に必要な財源確保等の指導を行う。 

 

（３）達成された成果 

   

 

    

  上位目標として… 

（１）教育（教室不足）環境の改善 

   教室不足を解消し、２５４名の収容を可能にした。 

 

（２）トイレや浄化槽、受水槽など衛生環境の改善 

   校舎周りの排水溝に安全性考慮してグレーチング蓋を設置 

   し、受水槽や浄化槽を設置し衛生環境を改善した。 

 

（３）地域の待機児童や復学生の救済 

   新学期６月１日始業日に待機児童や復学生等含めて２５４ 

   名の受け入れが可能にした。 

 

（４）新校舎維持管理のための地域コミュニティの組織化 

   学校管理委員会として委員１４名で構成する。 
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   財源は、管理委員会が毎月２７,５００Kyat 約３,０００円 

   積み立てる事を確約した。 

 

（５）管理委員会が貯水タンクからトイレ受水槽へパイプ接続工事

行い、洗面所を新設する。 

（４）持続発展性  

（１）新校舎維持管理… 

   地域コミュニティの組織化を構成員１４名で結成する。 

   学校管理委員会と称し、役割分担を決める。 

   ①修理修繕係(２名)は定期的に校内を巡回し補修点検を実 

施し日誌をつける。 

   ②補修工事に必要な財源は、寄附金集金係(４名)が集める。 

    ６月新学期から毎月 27,500Kyat（約３,０００円）を積 

み立て、責任をもって維持管理勤める事を確約した。 

 

（２）教育環境の整備… 

   初等教育の学習環境の改善に取り組む。 

   ①教員ワークショップを定期的に開催する。 

    現在ミャンマーの初等・中等教育は暗記暗唱型教育で 

    あり、児童達の興味や関心に基づく能動的な学習活動 

    を展開する教育ガイダンスに基づき開催する。 

    早速２月２３日、２４日の２日間実施する。 

   ②児童の醸成に繋がるワークショップを開催。 

    ミャンマーの初等・中等教育には、音楽、図工、体育 

    等教科としてない。 

    不定期であるが、音楽教室や折り紙教室を開催する。 

   ③図書室の開設を指導する。 

    既にこれまでの N連で支援した僧院付属学校２校で、 

    図書室を開設した。 

 

（３）学校運営の管理… 

   定期的に効果検証のモニタリングを実施する。 

   尼寺並びに学校管理委員会が、毎年学校運営に関する年次 

報告書を提出する事に合意する。 

 

 以上実施に関して、ミャンマー国境地域上座部仏教促進協会の 

 賛同を得ている。    


